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高 齢 社 会
認知症社会に貢献する

  
「
弓
浜
助
け
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
」
は
１２
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
毎
回
多

く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け

る
こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
支
え
合
い
の
気
持
ち

が
芽
生
え
、
実
際
に
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

超
高
齢
社
会
の
中
で
、

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・

す
べ
て
は
地
域
ケ
ア
会
議
か
ら
始
ま
る

成
否
の
鍵
は

認
知
症
対
策

地
域
ケ
ア
会
議

の
充
実
を

地域の助け合いと
連携重要

　
「
団
塊
の
世
代
」
が
75

歳
を
超
え
て
後
期
高
齢

者
と
な
る
2
0
2
5
年

問
題
。
2.5
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
、
4
人
に
1

人
が
75
歳
以
上
に
な
る

計
算
で
す
。
介
護
や
福

祉
分
野
の
需
要
は
ま
す

ま
す
増
え
、
医
療
費
な

ど
の
社
会
保
障
費
が
急

膨
張
し
ま
す
。
2
0
2
5

年
問
題
は
私
た
ち
の
老

後
の
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
大
き
な
問
題
な
の

で
す
。
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
は
さ
ら
に
進

み
、
30
年
に
は
全
人
口

の
3
分
の
1
が
高
齢
者

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
介
護

保
険
事
業
計
画
を
作
り
、

３
年
単
位
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
第
６
期
計
画
の
途
中

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
や

介
護
は
、
国
の
財
政
難

か
ら
、
病
院
に
入
院
し

て
も
急
性
期
を
過
ぎ
れ

ば
早
期
退
院
し
て
亜
急

性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
の
回

復
病
院
へ
、
老
人
保
健

施
設
も
基
本
的
に
約
３

カ
月
で
早
期
に
退
所
と

な
り
、
在
宅
へ
と
向
か

い
ま
す
。
従
来
の
病
院

や
施
設
で
最
期
を
迎
え

る
「
施
設
完
結
型
」
か

ら
、
在
宅
で
最
期
を
迎

え
る
「
地
域
完
結
型
」

へ
の
移
行
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

国
が
目
指
し
て
い
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
は
、
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地

域
で
暮
ら
し
続
け
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
使
い
、
最
期
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
つ
く
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
そ
の
成
否
は
、

認
知
症
対
策
に
か
か
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
「
助
け
合
い
」

と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
い
う
二
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
こ
の
会
の
名

前
に
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
時
期
が
来
ま
し
た
。

健
康
な
高
齢
者
は
、
自

分
で
必
要
な
助
け
を
求

め
て
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
認
知
症
の
高
齢
者

の
場
合
、
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
地
域
の
継
続
的
な

支
援
や
見
守
り
が
大
切

に
な
る
か
ら
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
地
域
」。
地

域
完
結
型
の
社
会
の
形

基

調

講

演

医
療
法
人・社
会
福
祉
法
人 

真
誠
会 

理
事
長

小
田  

貢 

成
で
大
切
な
の
は
、
自

分
の
生
活
は
自
分
で
守

る
「
自
助
」、
地
域
で
助

け
合
う
「
互
助
」
で
す
。

地
域
内
の
個
別
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、「
地

域
ケ
ア
会
議
」
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
き

ま
す
。
ケ
ア
会
議
を
立

ち
上
げ
る
に
は
、
地
域

を
引
っ
張
っ
て
い
く
人

間
の
資
源（
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
）
の
開
発
が
不
可

欠
で
す
。
ケ
ア
会
議
の

中
で
は
、具
体
的
に
「
脳

卒
中
モ
デ
ル
」「
老
衰
寝

た
き
り
モ
デ
ル
」「
認
知

症
モ
デ
ル
」
な
ど
を
想

定
し
て
、
準
備
や
勉
強

を
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

人
は
一
人
で
人
生
を

完
結
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
一
人
で
い
る

期
間
が
元
気
だ
と
も
限

り
ま
せ
ん
。あ
る
時
期
、

人
の
助
け
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
人
か

ら
助
け
て
も
ら
う
素
直

な
気
持
ち
、「
受
援
力
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

  

弓
浜
地
区
の
地
域
ケ

ア
会
議
が
充
実
し
た
も

の
に
な
り
、
こ
の
活
動

が
鳥
取
県
全
体
に
広

が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

の
が
私
の
切
な
る
願
い

で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
、
弓
浜
地
域
の
５
団
体
が

事
例
を
発
表
し
た
。

 　
１０
回
開
催
し
て
き
た
和
田
町

地
域
ケ
ア
会
議
は
、「
模
索
段

階
」「
普
及
」「
広
が
り
」
と

大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

和田地区民生児童委員
協議会長

西井 通 氏

２
０
１
５
年
の
実
践
発
表

後
、
さ
ら
に
細
か
く
課
題
を

抽
出
し
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

普
及
に
関
し
て
は
、「
和

田
町
地
域
ケ
ア
会
議
新
聞
」

を
発
行
し
て
自
治
会
の
皆
さ

ん
に
説
明
し
ま
し
た
。
広
が

り
で
は
、
米
子
市
提
案
の

シ
ョッ
ピ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
事
業

の
実
施
、青
空
市
場
の
開
催
、

米
子
高
専
と
の
共
同
研
究
な

〈意見交換会〉総 評 ───地域包括ケアシステムの構築に向けての様々な取り組みについて───

住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
米

子
市
で
も
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
支
え
合
う
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
、

よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。「
弓
浜
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
」
が
今
後

も
継
続
し
、
さ
ら
に
充
実

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

主
催
あ
い
さ
つ

米子市長

野坂 康夫

　米子市弓浜地域の住民、行政、専門機
関が連携して地域づくりを考えるシンポジウム
「第１２回弓浜助け合いネットワークの会」が
昨年１１月２７日、同市大崎の弓浜ホスピタ
ウンで開かれた。「動き出した地域ケア会議
と地域包括ケアシステムの構築」をテーマ
に、基調講演や意見交換会などが行われ、
ますます重要になる地域での助け合いの社
会について理解を深めた。

コーディネーター 小田  貢

事例発表から地域の在り方を考える参加者

新たな活動にも挑戦

第
12
回

第
12
回

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
若
い

世
代
の
参
加
の
少
な
さ
や
、

専
門
職
と
の
連
携
の
必
要
性

な
ど
新
た
な
課
題
も
出
て
き

ま
し
た
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
を
充
実

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
よ
り

広
く
よ
り
多
く
の
住
民
の
参

加
を
得
て
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

   

富
益
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

成
り
立
ち
は
、
県
西
部
の
痴
呆

予
防
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
事
業
の
指
定
を
受
け
、
富
益

地
区
痴
呆
予
防
対
策
検
討

会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
事
業
終
了
後
も
、
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
は
、①
各
自
治
会
の

要
援
護
者
の
名
簿
作
製
（
毎

年
更
新
）②
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
開
設
③
要
援
護
者
の
名

簿
を
も
と
に
し
た
マ
ッ
プ
の

作
成
（
毎
年
更
新
）④
自
主

情報共有と連携重要

防
災
活
動
と
の
連
携
の
四
つ

で
す
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は

地
区
内
の
計
４
カ
所
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
自

治
会
と
民
生
委
員
で
共
有

し
て
い
ま
す
。
富
益
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
を
土
台

と
し
て
地
域
で
連
携
し
、

話
し
合
い
な
が
ら
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

 　
２
０
１
５
年
９
月
に
立
ち
上

げ
た
御
建
地
域
ケ
ア
会
議
は
、

活
動
の
目
的
を
住
民
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
、「
御
建
地
域

ケ
ア
会
議
新
聞
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
独
居
高
齢
者
世

帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
上
が
っ

た
困
り
ご
と
を
参
考
に
、
独

居
高
齢
者
世
帯
の
定
期
的

な
訪
問
と
見
守
り
を
行
う

「
御
建
地
域
見
守
り
隊
」
も

発
足
。
夜
回
り
隊
に
よ
る
月

２
回
の
独
居
高
齢
者
宅
の
明

か
り
の
確
認
な
ど
、
自
衛
消

防
団
も
地
域
ケ
ア
会
議
の
重

広がる助け合いの輪

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

御
建
地
区
の
盛
り
上
が

り
は
、
河
崎
校
区
全
体
に

波
及
し
、
河
崎
校
区
地
域

ケ
ア
会
議
に
発
展
し
ま
し

た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
住
み
続
け
る
た
め

に
、
自
治
会
単
位
か
ら
校

区
全
体
へ
活
動
の
輪
を
広
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

 　
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
子
ど
も
の
つ
な

が
り
で
知
り
合
っ
た
仲
間
で
、

地
域
の
親
世
代
を
支
援
し
よ
う

と
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

す
。
和
田
町
や
崎
津
、
大

篠
津
町
の
美
保
中
学
校
校

区
を
中
心
に
、「
福
祉
有
償

運
送
」「
家
事
支
援
」「
家

屋
の
維
持
管
理
」「
地
域
ふ

れ
あ
い
広
場
」
の
四
つ
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
事
業
で
は
、
地
元
の
施

設
を
管
理
し
て
雇
用
を
創

出
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

地域で支える組織を

生
活
の
困
り
ご
と
を
助
け
、

支
え
る
の
が
私
た
ち
の
目
的

で
す
。
親
世
代
を
ケ
ア
す
る

組
織
や
流
れ
を
作
る
こ
と

が
、
今
一
番
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
組
織
内
で
世
代

交
代
し
て
い
く
こ
と
で
、
今

後
、
私
た
ち
に
支
援
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
、
私
た

ち
自
身
が
利
用
で
き
る
も
の

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

「
介
護
予
防
」「
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
」「
総
合
相
談
窓
口
」

な
ど
の
役
割
が
あ
り
、
米
子
市

内
に
７
カ
所
あ
り
ま
す
。
弓

浜
地
域
で
は
、
全
地
区
で
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
特
に

和
田
地
区
の
高
齢
化
率
の
高

さ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

弓
浜
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
扱
う
相
談
件
数
は
１

カ
月
に
約
９
０
０
件
。
介
護

保
険
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
、
認

知
症
、
権
利
擁
護
の
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

目標設定し活動拡大

で
弓
浜
地
域
認
知
症
事
例
検

討
会
の
定
期
開
催
や
、
介
護

予
防
事
業
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
連
絡
会
の
拡
大
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
地
域
と
専
門
職
、

関
連
事
業
所
が
地
域
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
会
の
定
期

開
催
や
、
年
２
回
の
弓
浜
地

域
ケ
ア
会
議
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

富益地区在宅福祉員
会長

足立 京子 氏

御建地域ケア会議
副代表

井原純一 氏

ＮＰＯ法人ひだまり
理事長

岡田 隆 氏

米子市弓浜地域包括支援センター
管理者

竹内奈緒美 氏

鳥取大学医学部　地域医療学講座教授

谷口晋一 氏

 　
医
療
や
介
護
は
自
分

た
ち
の
地
域
の
力
で
対
応

す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、「
地
域
の
助
け
合

い
」
や
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」
が
鍵
に
な
る
こ
と

が
基
調
講
演
か
ら
、
わ
か

り
ま
し
た
。「
人
間
が
資

源
」「
受
援
力
」
な
ど
、

大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
も
出

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
行
政
と
連
携
し
て
、

住
民
が
自
覚
を
も
っ
て

地
域
を
守
る
必
要
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弓
浜
地
区
の
取
り
組

み
発
表
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
た
仕
組
み
が
非
常

に
先
進
的
で
、
地
域
を

支
え
る
強
い
力
に
な
っ
て
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特定建設業

代表取締役 代表取締役 吉柳 一美
〒689-3403　米子市淀江町西原1162-1

〒683-0854　米子市彦名町5949番地

建築工事一式・建設仮設足場組立て工事・解体工事

TEL.0859-56-3724   FAX.0859-56-3378 TEL.0859-37-4339   FAX.0859-56-3378
TEL.0859-21-4877   FAX.0859-21-4878http://www.matsuzawagumi.jp http://www.qscom.jp

有限会社 株式会社ミキ建設松 澤 組
松澤　弘一


